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～「１７３人の笑顔輝く、楽しい学校を目指して」～

新風は西姶良から
元気いっぱい 花いっぱい 笑顔いっぱい
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11月１日からの｢地域が育む『かごしまの教育』県民週間｣で
は，平日にも関わらず，連日多くの方々が参観してくださいまし
た。４日間で延べ100名以上の方々に道徳科の授業やタブレッ
トを効果的に活用した各教科の授業等をゆっくり見ていただく機
会になりました。
また，11月13日の土曜授業参観日は，約200名の保護者が

生活科や総合の発表，音楽，タブレットを効果的に活用した授業
を嬉しそうに見ている姿が印象的でした。
参観者のアンケート等の感想に「あいさつがすばらしい」や「タ

ブレットを思いのままに進んで使っている姿に驚きました」，「子
供たちがいきいきと学習したり，発表したりする姿に感心しまし
た」など，多くの賞賛の声をいただきました。
今後も持久走大会や授業参観などの学校行事があります。感染

症対策を行いながら，これからも光り輝く西姶良っ子の参観・応
援をよろしくお願いいたします。

10月22日(金)に読書
集会を実施しました。
下学年は「ひなたぼっ
こ」の皆さんの楽しい
読み聞かせなどがありました。上学年はビ
ブリオバトル大会や図書委員会によるパネ
ルシアターなどをしました。10月は読書月
間で図書室でも様々な企画があり，本に親
しんできたのですが，この読書集会でさら
に「本を読みたい」という気持ちが高まっ
たように思います。御家庭でも，是非“親
子で”「読書の秋」を楽しんでください。

10月26日(火)から１泊２日，５年生が県立青少
年研修センターで集団宿泊学習を行いました。セ
ンターでは，「やる気をおこそう」「なせばなる」
「継続は力なり」のモットーのもと，恵まれた自
然の中で，野外炊飯活動やかごんまの教えフィー
ルドアスレチック，木の実ストラップ創作活動な
ど，日頃味わうことのできない体験活動を通して，
豊かな心とたくましく生きる力を育てることがで
きました。５年生のあいさつやメリハリのある言
動を誉めていただきました。今後の生活にも生か
される貴重な体験になりました。

日 曜 行 事 等
西姶良校区青少年意見発表会（紙上発表）

＜表彰者＞ （表彰式11月28日 9:00～ 体育館） 11/29 月 学力定着旬間(11/24～)
１年 樋之口 結羽 わたしのならいごと ～12/3 金 校内人権週間
２年 松元 優希 おこめづくりのお手つだい 12/1 水 人権教室
３年 篠崎 瑛友 がんばることの大切さ 12/2 木 持久走大会
４年 岩水 結香 初めてのソフトバレーボール大会 学級ＰＴＡ 家庭教育学級
５年 澤本 海翔 続けること 12/3 金 子どもといっしょに読書の日
６年 福重 銀之丞 「おかえり」が待つ世界へ 12/7 火 薬物乱用防止教室
＜児童生徒作文コンクール（地区審査）＞ 12/11 土 土曜授業
特選 ６年 福重 銀之丞 12/12 日 学校体育施設一斉清掃

＜ＪＡ共済作品コンクール 書道（条幅）＞ 12/14 火 図書貸出最終日
銅賞 ５年 松尾 蓮夏 12/15～ 水 図書返却期間
佳作 ２年 松永 郁香，５年 原 悠莉 12/17 金 オリンピック・パラリンピック

１１月５日(金) 育成事業⑤⑥(４年生)
市合同音楽会の 12/19 日 もちつき･門松作り(おやじの会)
加音ホールで４ 豚汁・おにぎり作り(家庭教育学級)
年生が合唱や楽 12/20～ 月 冬休み図書貸出
器・リズム演奏 12/23 木 給食着･おぼん持ち帰り
を堂々と披露し あいあい号
ました。 12/24 金 終業式 大掃除


